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コンテンツ制作者向けに、

目的

特定端末・ブラウザランタイムに依存しない

コンテンツ制作のノウハウを

ガイドラインとして提示する

Web-based Signage 普及
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コンテンツ開発ガイドラインの概要
ガイドラインの前提となる条件や方針について記述している。

「本ガイドラインは、これらWeb-based Signageシステム全体のうち、コンテンツ部分を対象とする。」

開発をはじめる前に
「… コンテンツ部分を対象とする。」

でも、実際は「コンテンツ」のことだけを考えていては駄目で、

表示端末の特性を知らないと最適なコンテンツ制作は難しい。

手戻りを発生させないためにどういう対策をとるべきか、を記述している。

ノウハウ集
「ハードウェア資源の限られた環境」を前提に、

コンテンツ制作現場でよく使われる代表的なノウハウをまとめている。

概要
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端末の特性って？

ブラウザ搭載組み込み機器の概念図

どこがボトルネックになる
かは、各部の組み合わ
せ次第となり、端末固
有の特性となる。

『性能要件』
『テストスペック』
の確認が重要
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実装前
まず第一に、対象となる表示端末の選定や事前入手が重要

考えている企画・デザインが実行可能かを、場合によってはプロトタイピングして確認する

実装中
PCブラウザを利用した動作確認は、開発効率の観点から考えるとやむを得ない

かならず短い間隔で、定期的に、表示端末を使って動作確認をおこなえるように環境を構築する

表示端末に対応したPCシミュレータなどが公開されている場合は活用する

手戻りを発生させないために
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トレードオフの表記
1つのノウハウ適応に対して相反する事象が見込まれる場合がある

何を優先するかは表示端末の特性や、企画・デザインを考慮してきめる必要がある

影響項目の表記

ノウハウ集のタグ表記

項目 説明

CPU CPU負荷に影響するため CPU スペックが低い端末での効果が期待できる項目

通信 通信負荷に影響するため、主にコンテンツ表示までの速度の改善が見込める

メモリ メモリ使用量が減るため、メモリ搭載量の少ない端末でのメモリ不足回避が見込める

描画 描画処理の負荷が軽減されるため、UXの改善に繋がる可能性がある

フォント 文字描画処理の負荷に影響するため、文字を多用するコンテンツでの改善が見込める

保守性 成果物の運用・メンテナンス時の手間の削減が見込める



P.7P.7

jQuery等巨大ライブラリの利用を避ける

JavaScript/CSSファイルは結合し、ミニファイする

部品利用する画像はCSS Sprite等を用いて１ファイルとする

動的なDOM生成時はDocumentFragmentを利用する

CSSのgradient/box-shadow/border-radiusを控えめにする

フォントがキャッシュに収まるように文字スタイルを絞る

リフローが与える影響を考慮する

マルチコア環境ではWeb Workerを活用する

GPUの活用

ノウハウ集のサマリ
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Thank you


